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            乱流の多重フラクタル性の問題点
                         電気通信大学細川巌
 Ko1mogorovによって普遍平衡理論が確立されて以来，乱流理論はエネルギー散逸の局所ゆ
らぎを考える方向と，速度差の正規分布からのずれを考える方向とに分れ，いずれも乱流の間
欠性を違った角度から研究することになった．1ognorma1mode1とβmode1は，そのそれぞれ
の果実とたった．しかし，いずれも実験値を説明できるintermittency exponents（間欠指数）
を与えてはいたい．
 間欠性を包括するより一般的た理論が多重フラクタル理論であり，スケール指数αを導入す
